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協議議事録 

【日時】 

平成 21年 12月 1日（火） 11：00～12：00 

【出席者】 

日本通信株式会社     

ドコモ 企画調整室    

【議事】 

■音声卸について
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■終わりに 
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 以上 



平成 21 年 12 月 15 日 

音声サービス・ について 
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日本通信協議議事録 

【日時】 

平成 21年 12月 15日（火） 17：00～18：00 

【出席者】 

日本通信株式会社     

ドコモ 企画調整室    

【目的】 

◆音声卸について接続への移行を前提とした AC水準での提供要望に対するドコモからの回答。

【議事】 

■音声卸について
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D) 卸として、ドコモユーザとみなして、料金設定とか料金精算とか行うといったやり方で着信を行

うか、あるいは一切着信を行わないか、３つめは全ての発側交換機に手を入れて全て相互

接続として行うかだ。 
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D) 推論だが、今の制度と今の実現方法の中で、交換機に登録して、振り分けるという改造を

してドコモ側は解決する。あとは事業者間精算システムに手が入る可能性がある。精算の

仕方によっては着事業者の精算システムに手が入るかしれないが、それで発は解決できる。

着については、制度的整理が必要で、着だけ卸というやり方ができないかと考えている。制

度的整理を含め、今日の整理、考えを固めることをお願いしたい。 
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■まとめ 
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